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ま え 台、 き
当教育研究所の「子どものための教育相談室Jは，創立満 10周年記念事業のー-っとして，昭和 35 
年度から設世を企画して当初予算も認められ，最新の教育相談を始めるべく，まず，専門栂談員C養成
と研修K着手し ，I日庁舎の一部を改造して面接相談室・遊戯治療室などをつ(1 ， 3 6年 1月から実際
l陀相談事業を開始した。
その後 ， 教育研究所と理科教育センタ ーをるわせて総合教育センタ ーを新築するため~，仮庁舎vc 1 
か年間移転したときにも，教育相談室を特設し，専門相談員も漕員して，その充突発展K努めた。 37 
4ド7月24日待望匂新庁舎が竣工し，その5階には最新式のすは・らしw教育相談施設をつ〈ってもらっ
た。との簡の〈わしいとと1'(ついては ，当研究所の研究紀要第33集「子どものための教育相談J(1 
962)1'(まとめて記述したζ とである。
との創設まもな加当研究所の教育相談では，その経験も浅<，未熟のととろもるると思われるが ，V>
かt'C見放された問題の子どもであっても，その一人一人を入間として限りな〈尊重し，われのれの誠意
と情熱を傾けて，その教育相談治療と研究K微力を捧げてきた。
ζe)2か年間VC，と(f'<.多〈来談された子どもc教育相談をとb して，われわれが痛感させられたζ
とは，子どもの人間形成κは，家庭~:1>~ける人間関係，と〈に続子関係が基礎とな ζているというとと
であった。まととに，親子関C問題は古〈て，しかも新しい問題であるといえよう。
ζC意味K事、加て， r子どものための教育相談Jは，単K子どものためのものではな〈て，突は「親
子のための教育相談Jであり，子どもの指導に当って訟られる「教師のための教育相談Jでもある・ぅ。
ととtて集録した「親の生活態度と子どもの問題Jと「親子関係と子どもの道徳性Jc，二つの研究ほ，と
れらの問題点をとりあげたものである。
「親の生活態度と子どもの問題」では，問題をもっ子どもの親の生活態度に関して，相談治療の事例
K基づwて考祭を加えたもCで，と<t'C ，親の独自のものの見方や湾え方が子どもめ問題とどのよう K
関係してwるかを解明しようとしたものである。
「親子関係と子どもの道徳性Jでは，子どもK正しい道徳観や道徳的心情が育てられ，実践されるた
めには，母親自身C高い道徳性が必要とされるばかりでなく，望ましい母子関係が成立してwるととが
要求されるのではなV>かとV>'点を・追求し，究極的fLtt子どもの道徳性を高めるために，どのような母
子関係が望ましいかを解明しようとじたものである。
との研究rc当りど協力〈だされた各位K対し，厚〈感謝C意を表すゐとともfL，辛子辛子かたのと批判を
加ただければ幸いである
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